
○ さくら市は栃木県中央部に位置
する小さなまちであり、鬼怒川の
左岸に位置し、ほぼ平坦な地域
と八溝山系の数条の丘陵部を
範囲とする地理的にまとまりのあ
る地域である。
喜連川地区は、さくら市の北東

部に位置し、古くは城下町として
栄え、その名残を残しつつ桜や
温泉といった観光名所を有して
いる。農用地は南北に流れる４つの河川の間の平地と丘陵
部にある。

○ 同地区の丘陵部は、地理的条 件の厳しい場所や集落内の
農業後継者不足と高齢化等が 重なり、適切な農地の保全管
理も困難になりつつあった。
加えて、獣害の発生や大型機械の使用が困難な農地が多
く、担い手による耕作も困難な状態となっていた。
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【喜連川地区】耕作放棄地（荒廃農地）を利用した
地域自給燃料の実用化

○ さくら市と市内事業者が連携し、遊休農地解消支援事業等を活用し、農研機構とJIRCASで品
種育成されたイネ科多年草「エリアンサス」を原料としたバイオマスペレット燃料による地域自給
燃料の実用化に取り組んだ。

○ 平成26年から農研機構とJIRCASの技術指導を受けながら、耕作放棄地495aにエリアンサスを
栽培。平成29年4月より、さくら市の運営する温泉施設のシャワー用ボイラー燃料として本格稼
働し、バイオマスペレット燃料を供給している。

○ 定植１年目は手作業による雑草防除が必要であるが、それ以外は大きな手間がかからず、改
植なしに播種から３～４年で収穫を開始し、10年以上収穫が可能である。作付面積の拡大が期
待されているが、バイオマスペレット燃料の供給先の拡大が課題となっている。

（農研機構＝国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、JIRCAS＝国立研究開発法人国際農林水産業研究センター）

遊休農地解消支援事業を活用し、耕作放棄地（荒廃農地）を利用した地域自給燃料を実用化
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